
福
島
先
生
は
、
平
成
十
七
年
の
十
一
月
に
銀
座
で
個
展
を
開
催
さ
れ
、
そ
の

折
り
「
福
島
一
浩
書
作
展
図
録
」
を
出
版
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
「
書
道

・
か
な
」

（
共
に
全
日
本
書
道
教
育
協
会
出
版
）
を
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
氏
が
今
年

の
二
月
、
三
月
、
四
月
に
立
て
続
け
に
三
冊
の
か
な
関
係
の
書
物
を
出
版
（
か

な
の
書
研
究
会
出
版
）
さ
れ
ま
し
た
。
氏
に
は
永
年
に
わ
た
っ
て
本
学
の
か
な

の
授
業
を
担
当
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
氏
は
、
日
展
理
事

・
水
穂
会
会
長
の

日
比
野
光
鳳
に
師
事
し
、
日
展
、
読
売
展
に
も
出
品
さ
れ
る
か
な
書
き
の
名
手

で
も
あ
り
す
。
先
の
「
書
道
・
か
な
」
は
学
生
用
の
か
な
指
導
の
解
説
書
的
な

書
物
で
し
た
が
、
こ
の
度
出
版
の
三
冊
は
か
な
研
究
の
集
大
成
と
も
言
え
る
労

著
で
古
筆
に
お
け
る
書
美
の
謎
を
科
紙
の
使
用
上
か
ら
く
る
文
字
と
の
調
和
、

墨
色
の
濃
淡
に
よ
る
ハ

ー
モ
ニ
ー
に
よ
る
気
品
の
醸
成
と
い

っ
た
観
点
か
ら
研

究
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
「
寸
松
庵
色
紙
」
、
「
継
色
紙
」
の
個
々
の
作
品
に
つ
い

て
は
、
散
ら
し
の
構
成
、
構
図
を
細
密
に
図
式
し
て
分
析
し
、
詳
細
な
解
説
を

施
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
部
分
部
分
に
「
虚
と
実
」
、
「
波
動
」
、
「
余
情
の

響
き
」
「
残
響
」
と
指
摘
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
空
間
構
成
の
巧
み
さ
を
指
摘
し
、
古

源

川

彦

峰

〈
紹
介
〉
福
島

一
浩
著

「
書
の
古
典
と
か
な
の
書
」
ー
思
索
と
実
践
I
ー

「寸
松
庵
色
紙
」
（
虚
・
実
）
（
波
動
）
（
空
間
）

「
継
色
紙
」
（
余
情
の
響
き
）
（
崇
高

・
壮
大

・
空
間
）
（
残
響
）

筆
の
書
き
手
の
創
造
力
を
分
析
し
て
い
る
。
一
方
「
書
の
古
典
と
か
な
の
書
」
ー

思
索
と
実
践
I
ー
は
、
自
ら
の
作
品
制
作
に
当
た
っ
て
他
の
古
筆
の
筆
意
、
筆

勢
か
ら
、
構
成
、
構
図
の
エ
キ
ス
を
吸
収
し
、
そ
れ
を
反
映
さ
せ
た
作
品
に
創

作
し
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
要
諦
を
遺
憾
な
く
説
い
て
お
ら
れ
る
。
例
え

ば

「
本
阿
弥
切
」
、
「
関
戸
本
古
今
集
」
、
「
高
野
切
」
、

「中
務
集
」
、
「
小
島
切
」

の
古
筆
や
、
空
海
、
最
澄
、
佐
理
、
良
寛
、
光
悦
に
も
ヒ
ン
ト
を
得
て
思
索
性

と
崇
高
さ
を
高
め
壮
大
な
空
間
構
成
を
実
践
し
て
い
る
。
そ
れ
は
た
だ
書
作
の

た
め
の
書
作
で
は
な
く
一
種
の
禅
の
行
道
者
の
よ
う
で
も
あ
る
。
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